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１． 研究の動機と目的 

この研究の目的として 20 年という歴史の中で

時代の流れと共に変化してきた仮面ライダーシリ

ーズの歴代のスーツや変身アイテム，演出，撮影技

術などを調査しそれぞれ当時のライダーに込めら

れたメッセージやコンセプトを知り ,なおかつ時

代が進むにつれて進化してきたスーツのデザイン

や変身時の演出や戦闘などのアクションシーンな

どを独自にまとめていことで,特撮（特殊撮影）の

エンタメを理解することを現時点での主な目的と

する. 

 

２．研究意義 

一つの映像作品として 50 周年という長い歴史

を築いてきた仮面ライダーのエンタメをデザイン

という観点で理解する .またすでに終了してしま

った「平成ライダー」というジャンルを今後も若い

世代に知名度を高めることへの貢献. 

 

３．調査内容 

 最初に行った調査が ,歴代ライダーのデザイン

コンセプトである.まず平成ライダーの中でも「平

成ライダー一期」「平成ライダー二期」という形で

分類されている .しかし仮面ライダーとしての根

本的なベースである昆虫の顔や複眼などを元にし，

そこから当時流行していたアイテムや人々と親し

みを持っている道具などを組み合わせたデザイン

となっていることが多く「仮面ライダー555」では

ガラケーをモチーフに，「仮面ライダー電王」では

パスモと電車(新幹線)など新和性の高いものをコ

ンセプトに用いたりしている .また各作品の売り

上げや評判，各ライダーのアクションや変身時や

戦闘の際に使用される CG 演出，撮影技術の変化

なども調べ作品ごとにどれだけ当時の視聴者に受

けていたのかなどの調査も行った .上記でも記載

したが平成ライダーには一期二期と区別されてお

りそれぞれの作品で ,ライダーの特徴が異なって

いる.「仮面ライダークウガ」から「仮面ライダー

ディケイド」まででは基本的にモチーフを一つに

絞り変身アイテムの見た目や手順 ,変身時間や演

出なども比較的簡素な作りになっているが，「仮面

ライダーW」から「仮面ライダージオウ」までの作

品ではコンセプトを増やし複数のアイデアを組み

合わせたデザインが主となりそれに伴い変身時間

の長期化，手順の増加,演出が華やかになり劇中の

アイテムや変身フォームも増え見栄えも非常によ

くなっていった.また,コンセプトの重複からか一

期よりも個性の強いデザインのスーツが多い .ま

たこの傾向は一期の後半の「仮面ライダーキバ」な

どからも見え始めている .売り上げの比較として

はライダーそのもの評判がいいものを除いては, 

平成一期より平成二期のほうが劇中アイテムや付

属品の増加に伴う変身フォームの種類の増加によ

り玩具などの売り上げが上回っている .また作品

の移り変わりのタイミング及び各区間の最終作品

でも売り上げが伸びていることが下記のグラフか

ら確認できる. 

 

表１平成ライダーの売り上げグラフの推移 



図 1 平成一期と二期のライダーの年度と解説 

 

４．コンセプト及びアイデア展開 

現在，想定していることとして「平成仮面ライダ

ーが続いた場合」という状況をコンセプトに据え,

スーツや変身道具の提案,または,今後グッズを購

入していく世代が交代という形で変化をしていく

ことを想定した玩具の展開方法を考えてまとめる,

もしくは私がこれまでの調査を参考に，新たに仮

面ライダーのデザインをするということと, 撮影

技術やアングル ,変身バンクなどの演出の変化を

まとめていく提案を想定している. 

アイデア展開の方法としては ,各作品の売り上

げを調べ，なぜ放送当時にこの作品が視聴者に受

けたのか，逆に評価の良くなかった作品はなぜ良

くなかったのかなどの理由を時代背景も含めて調

査を行い，私がデザインする際の作品制作の際の

参考にするなどしてアイデア展開をしていこうと

考えている .もう一つの案として今後の玩具を展

開していくことを考える方向性にした場合は現時

点での視聴者層のことと今後，親子の世代交代が

行われることを想定しそれをふまえた上で現時点,

及びこれより先の時代の仮面ライダーのボリュー

ム層を予想し ,玩具の売り方を提案していく方向

性でアイデア展開に繋げようと考えている. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．今後の展開 

 今後の展開として最終提案物の案を二つ提案し,

どちらかに絞る方向性にしようと考えている．一

つ目は実際に私自身が仮面ライダーのスーツや変

身道具などをデザインすることと劇中での特撮特

有の撮影技術やアングル，変身バンクなどの演出

の変化を冊子などの形にまとめ形式にするなどの 

方向性で展開していこうと考えている.二つ目は 

劇中で使用される玩具の販売戦略の提案である .

こちらは上記で記したように現時点での客層と今

後の客層の調査を行い, 各種グッズやアイテムな

どの販売経路や売り出し方を提案していこうと考

えている. 
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